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A perspective on the correlation between architecture and gardens in Japanese garden history research 
: Through a historical overview of Osamu Mori’s work on Japanese gardens 

Eiji TANAKA 

Abstract 

In this paper, I consider a historical overview of Japanese gardens through the writings of Japanese garden researcher 

and gardener Osamu Mori from 1944 to 1960. Through interactions with architects and architectural history researchers, 

Mori had a unique perspective on the correlation between architecture and gardens in Japanese garden history research 

from an early stage of research. In the historical overview published in 1944, Mori referred to the practicality of Japanese 

gardens. In 1950, Mori considered “the practicality of architecture and gardens.” In 1957, he pointed out “the architectural 

design in the garden” and “the existence of partitions in the garden.” Furthermore, in 1960, he incorporated the perspective 

of the correlation between architecture and gardens in the historical overview of Japanese gardens. As a result, 

perspective correlation
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昭和十年頃から後，殊に終戦後の庭園界の特色として，農林関係の出身者よりは建築家出身の設計家

の進出が目立っている。著者の寡聞にもよろうが，堀口捨己博士・谷口吉郎博士・吉田五十八博士・

坂倉準三氏などの作品は，建築と同様に高い評価を得ているし，もっと元気のいい所では，丹下健三

氏や清家清氏の建築が定評あると同時に，その余技とも思える庭園設計の巧妙さに，思わず庭園専門

家達も反省させられるものがある43) 

 

 ここで，森は建築家による庭園設計を高く評価している。その上で，森は現代の庭園の問題は建築家だけで解

決できるものではないとし，変化しつつある生活や建築に対して，庭園はやはり庭園家によって向上することを

望んでいる。ここにも，森の日本庭園史研究における「つくる」視点を見ることができる。これは，建築と庭園

の結びつきの視点を持って，生涯日本庭園の研究と作庭を行った森独自の視点であると考えられる。 

 

Ⅳ おわりに 

 本稿では，森蘊の日本庭園通史についての著作を編年的に見ることを通して，森の日本庭園史研究における建

築と庭園の結びつきの視点の変化について考察を行った。 

森によるはじめての日本庭園通史の著作である『日本庭園の伝統』（1944）では，日本庭園史研究における建

築と庭園の結びつきの視点はまだまとまった記述とはなっていなかったが，森の日本庭園史研究の基礎となる日

本庭園の実用性，特に「実用と美を兼ね備える日本庭園の伝統の精神」の考え方があることがわかった。さらに，

『日本庭園の伝統』とその復刊である河原書店版『日本の庭園』（1950）を比較することにより，森の日本庭園

史研究に「つくる」という視点を見ることができ，そこに建築家 堀口捨己の影響があることがわかった。 

河原書店版『日本の庭園』とほぼ同時に発行された『美しい庭園 -鑑賞と造庭-』（1950）では，森の日本庭園

通史についての著作の中では，初めて日本庭園史研究における建築と庭園の結びつきの視点についてのまとまっ

た記述が著されていた。森は各時代の伝統的な日本庭園と住宅建築との関係についての考察を行っており,そこ

には日本庭園に見られる住生活の場所としての実用性を基礎として，建築と庭園の結びつきの視点のうちの主に

「建築と庭園の実用性」の視点についての考察が行われていた。また，そこに建築家の堀口や建築史家の藤島な

どの影響があることがわかった。 

森が『美しい庭園 -鑑賞と造庭-』の改版と位置付けている創元社版『日本の庭園』（1957）では，「建築と庭

園の実用性」の視点は日本庭園通史の中に取り入れられ，主に巻頭にまとめた写真とその解説および実測図で表

現されるようになった。そこには，堀口の著書の影響が見られた。その上で，森は創元社版『日本の庭園』では

建築と庭園の結びつきの視点のうちの主に「庭園における建築的意匠」および「庭園における間仕切の存在」に

ついて指摘していた。 

森は『日本の庭』（1960）において，それまでに得られた建築と庭園の結びつきの視点を，単独のテーマとし

て取り上げるのではなく，日本庭園通史の考察の中に完全に取り入れていることがわかった。さらに，森は『日

本の庭』においても近代以降の新しい住宅の建築と庭園についての考察を行っており，特に建築家による庭園設

計を高く評価し，その上で庭園家による庭園の向上を望んでいる。ここにも日本庭園史研究における「つくる」

視点を見ることができ，それは建築と庭園の結びつきの視点を持って，生涯日本庭園の研究と作庭を行った森独

自の視点であると考えられる。 
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洛外屏風絵』から，応仁の乱などの戦禍からようやく復興した京都の公家や武家の住宅や町並みを復元

し，内裏・足利将軍邸・細川管領邸の建物の輪郭や，池庭の形まで図示されるなど，建築史研究の資

料としても一流のものであることを立証された 」とある。 

注15 森蘊「室町時代（平安京）の湧泉と著名庭園」『寝殿造系庭園の立地的考察』奈良国立文化財研究所十

周年記念学報第十三冊，84-85頁，1962 による。あるいは，森蘊『庭ひとすじ』学生社,122頁，1973 

に，1967（昭和42）年に神奈川県立博物館から依頼を受けて中世武家住宅模型をつくった際に，「洛中

洛外屏風絵」の細川管領邸の復元的研究を企図したとしている。 

注16 森蘊『日本庭園史話』日本放送出版協会，4-8頁，1981 において，「日本庭園史学をはじめた人たち」

に続いて，外山英策，吉永義信，堀口捨己の３人の名前を挙げており，外山と吉永が農学部出身である

のに対して，堀口のみが建築家であり，さらに数寄屋建築研究者，茶道家，茶室研究者でもあると紹介

している。 

注17 森蘊『日本の庭園』河原書店，45-52頁，1950 において，江戸時代から大正・昭和初期を経て昭和期に

かけての一般庶民の住宅の庭園についての記述が見られる。 

注18 森蘊『日本庭園史話』日本放送出版協会，8頁，1981 に，堀口捨己について「昭和40年には長年の研

究をまとめた『庭，空間構成の伝統』という大部な本を完成された。この本は文献的な面でもみご

とであるが庭園を美しく作るという抜群の鋭い意識が作用しているので，その資料の扱い方にど

こから見ても素晴らしいものが感ぜられる」とある。 

注19 藤島亥次郎『桂離宮』番町書房，124頁，1945 に，「これは注目すべき重要事であるが，桂の御庭が極

めて建築的であることである」とある。 

注20 森蘊 前掲書,30頁，1973 に，藤島亥次郎について「昭和十九年に先生は『桂離宮』を執筆発刊された

ので，私はその著述を通じ啓発されるところがあったことはいうまでもない」とある。 

注21 森蘊『日本の庭園』創元社，あとがき，1957 において，森はあとがきの副題を「将来の日本庭園をよい

ものにするために」としており，「私の庭園史研究は，歴史のための歴史研究であるより，これからの

庭園意匠のありかたを考える参考資料の集収と，整理の役目だと思っている。そんなわけで，はじめは

学者となることよりも設計家として立とうとした」とある。 

注22 森蘊『桂離宮』東都文化出版，242頁，1965 に，堀口捨己の『桂離宮』について「堀口博士は，この本

では年代論と作者論とを論文体で書いているが，意匠論は論文としてではなく，写真解説の体として記

されている。博士の書院造，数寄屋造建築史についての造詣を傾けての解説には，傾聴に値するものが

多い」とある。 

 

【図版出典】 

図１ 筆者撮影 

図２ 筆者撮影 

図３ 森蘊『日本の庭園』河原書店，32頁，1950 

図４ 森蘊，同上，50頁，1950 

図５ 筆者撮影 

図６ 森蘊『美しい庭園 -鑑賞と造庭-』創元社，141頁，1950 
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こから見ても素晴らしいものが感ぜられる」とある。 

注19 藤島亥次郎『桂離宮』番町書房，124頁，1945 に，「これは注目すべき重要事であるが，桂の御庭が極

めて建築的であることである」とある。 

注20 森蘊 前掲書,30頁，1973 に，藤島亥次郎について「昭和十九年に先生は『桂離宮』を執筆発刊された

ので，私はその著述を通じ啓発されるところがあったことはいうまでもない」とある。 

注21 森蘊『日本の庭園』創元社，あとがき，1957 において，森はあとがきの副題を「将来の日本庭園をよい

ものにするために」としており，「私の庭園史研究は，歴史のための歴史研究であるより，これからの

庭園意匠のありかたを考える参考資料の集収と，整理の役目だと思っている。そんなわけで，はじめは

学者となることよりも設計家として立とうとした」とある。 

注22 森蘊『桂離宮』東都文化出版，242頁，1965 に，堀口捨己の『桂離宮』について「堀口博士は，この本

では年代論と作者論とを論文体で書いているが，意匠論は論文としてではなく，写真解説の体として記

されている。博士の書院造，数寄屋造建築史についての造詣を傾けての解説には，傾聴に値するものが

多い」とある。 

 

【図版出典】 

図１ 筆者撮影 

図２ 筆者撮影 

図３ 森蘊『日本の庭園』河原書店，32頁，1950 

図４ 森蘊，同上，50頁，1950 

図５ 筆者撮影 

図６ 森蘊『美しい庭園 -鑑賞と造庭-』創元社，141頁，1950 
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客家語の発話動詞“vá( 話 )” “kòng( 講 )”の文法化について

 
 

vá kòng

On the speech verb “vá ( )” and “kòng ( ) ” in the Hakka language: With 
special reference to Conversations chinoises prises sur le vif avec notes 

grammaticales: Langage Hac-Ka. Vol.1-2.  
 

Tomoko TANAKA 
 

Abstract 

This paper presents a tentative study of the distribution of the speech verb  “vá ( )” and “kòng ( )” in 

Hakka language. This paper collects and counts the examples of the speech verb “kòng ( )” appearing in 

the Conversations chinoises prises sur le vif avec notes grammaticales: Langage Hac-Ka. Vol.1-2  which 

is a Hakka conversation text compiled and published by French missionary Charles Rey in 1937  and 

compares it with the other speech verb  “vá ( )". This paper points out that (1) “kòng ( ) ” has a wider 

range of usage as a verb than “vá ( ) ” but (2) its quotative usage is less frequent than that of the verb 

“vá ( ) ”. This fact suggests why “kòng ( )” is used as a main speech verb in modern Hakka language and 

“vá ( )” has developed into a complementizer. 

 

kong42

va55

1 a. ia42   ke55 sii55 kong42  het32  e42. 
KONG ASP

b.  ia42 ke55 sii55 va55 het32 e42. 
VA ASP
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